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入間市下水道条例及
び入間市水道事業給
水条例の一部を改正
する条例など27議案
を審議

第4回定例会
平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
26
日

か
ら
12
月
18
日
ま
で
の
23
日
間
開
催
さ

れ
、
提
出
議
案
等
27
件
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
人
事
案
件
２
件
、
条

例
5
件
、
一
般
議
案
12
件
、
補
正
予
算
８

件
で
あ
り
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
平
成
24
年
度
決
算
認
定
及
び
関
連
議

案
11
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
認
定
及
び
可
決
と
決
し
ま
し
た
。

2013.12トピックス

条 例

1．改正内容
　入間市市営葬の霊きゅう車料金は、これまで市と瑞穂斎場組合で負担していたが、行政改
革の一環として受益者負担の適正化を図るため、市営葬仕様から霊きゅう車の項目を削除
し、市負担分を個人負担に変更するもの。
2．料金表　　
　走行　0～10㎞　6,100円
　走行　0～20㎞　7,200円

　本条例20条に規定する事業系一般廃棄物手数料を以下の理由により見直しするもので
す。1.現状のごみ処理単価とごみ処理手数料の乖離。2.行政改革長期プラン後期実行計画の
中で収入の確保として手数料の見直しが求められている。3.結果として越境ごみの抑制にも
つながる事。
　改正の内容は、事業系一般廃棄物手数料を10㎏当たり150円から230円に改正するものです。

議案第90号

議案第91号

一部改正条例

入間市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部を
改正する条例議案第91号 全員一致で原案可決

入間市葬祭条例の一部を改正する条例議案第90号 全員一致で原案可決

入間市下水道条例及び入間市水道事業給水条例の一部を
改正する条例議案第92号 賛成多数で原案可決

入間市福祉作業所設置及び管理条例の一部を改正する条例議案第93号 全員一致で原案可決

入間市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等
に関する条例及び入間市重度心身障害者の医療費の助成
に関する条例の一部を改正する条例

議案第94号 全員一致で原案可決

　入間市福祉作業所（扇台福祉作業所）において、入所者の高齢化及び障害の重度化等に伴
い、自力による通所が困難となる方が増え、送迎サービスの実施についての要望が寄せられ
ておりました。これに対応するため、必要な改正を行うとともに、この間の制度改正等に合
わせ未整備部分の条文整備を行うものです。
　主な改正の内容は、入所対象者に関する規定から「通所可能な」という文言を削除するも
のです。

議案第93号
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人
事
案
件

人権擁護委員候補者
廣澤澄子氏
友野みゆき氏議

会
人
事

　

本
定
例
会
に
お
い
て
、
任
期
満
了
と
な

る
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
議
会
議
員
の
選

挙
を
行
い
ま
し
た
。

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
議
会
議
員

　

金
子　

俊
雄

犬
山
市

　

犬
山
市
は
、
国
宝
犬
山
城
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
数
多
く
の
歴
史
・
文
化
資
源

や
、
清
流
木
曽
川
が
流
れ
る
緑
豊
か
な
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
「
人
」
と
「
歴
史
・

文
化
」
「
自
然
」
が
調
和
す
る
輝
き
あ
る

ま
ち
で
あ
る
。
人
口
は
、
約
７
万
５
千
人

で
、
議
員
数
は
20
人
。
常
任
委
員
会
は
、

総
務
・
民
生
文
教
・
建
設
経
済
の
３
委
員

会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
6
〜
7
人
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

情
報
公
開
の
促
進
に
つ
い
て　

議
会
改
革

の
取
り
組
み
と
し
て
、
情
報
公
開
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。
取
り
組
み
の
内
容
は
、

ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
に
よ
る
議
会
中
継
・

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
利
用
し
た
議
会
情
報

発
信
な
ど
。
最
近
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

市
民
等
と
の
意
見
交
換
の
場
の
設
定
に
つ

い
て　

平
成
23
年
か
ら
、
年
１
回
開
催
し

て
い
る
。
記
念
講
演
後
、
３
常
任
委
員
会

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
市
民
と
意
見
交
換
会
を
行
っ
て
い
る
。

 

鳥
羽
市

　

鳥
羽
市
は
、
三
重
県
の
東
端
部
に
位
置

し
、
志
摩
半
島
の
北
部
を
市
域
と
し
て
、

４
つ
の
有
人
島
を
包
含
す
る
特
異
な
都
市

形
態
を
し
て
い
る
。
人
口
は
、
約
２
万
１

千
人
で
、
議
員
数
は
14
人
。
常
任
委
員
会

は
、
総
務
民
生
・
文
教
産
業
は
そ
れ
ぞ
れ

７
人
で
、
予
算
決
算
は
、
議
長
を
除
く
全

議
員
で
構
成
し
て
い
る
。

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
に
つ
い
て　

平
成
21
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
、
延
べ
120
箇
所
で
、
２
千
504
人
の

市
民
と
意
見
交
換
等
を
行
っ
て
い
る
。
意

見
交
換
等
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
議
会
だ
よ
り
等
で
公
開
し
て
い

る
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
『
議

会
の
見
え
る
化
』
に
つ
い
て　

平
成
22
年

２
月
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
導
入
し
、
定
例
会

や
行
事
の
日
程
、
議
決
結
果
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
放
送
告
知
等
を
行
っ
て
い
る
。
平

成
25
年
１
月
か
ら
、
ラ
イ
ン
に
地
方
議
会

初
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
（
試
験
運
用
）

し
た
。

犬山市にて

鳥羽市にて

3

視
察
報
告

視
察
報
告

視
察
報
告

視
察
報
告

視
察
報
告

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

11月6日

愛知県犬山市

11月7日

三重県鳥羽市



平成24年度
歳入歳出決算を認定
一般会計、
特別会計8件、
水道事業会計

　

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
決

算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
平
成
24
年
度
入
間
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
ほ
か
9
件
の
決
算
認
定

及
び
水
道
事
業
会
計
決
算
関
連
議
案
１
件
に

つ
い
て
は
、
昨
年
の
9
月
20
日
か
ら
10
月
23

日
に
か
け
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
審
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
第
４
回
定
例
会
の
開
会
日
に
お
い
て
報

告
さ
れ
、
討
論
と
採
決
を
行
い
、
す
べ
て
認

定
及
び
原
案
可
決
と
決
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
等
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　平成24年度決算について、市長から次のとおり概要報告がありました。
各会計の予算執行については、事業進捗上やむを得ない理由で一部の事業
は繰越措置をいたしましたが、予定した事業は概ね執行できました。
　平成24年度の一般会計歳入歳出については、差引額13億8,649万3,343

円となり、翌年度への繰越額を除き実質収支額は10億5,391万8千円で決算いたしました。

決　算

一般会計 歳入398億4,683万　720円
 歳出384億6,033万7,377円

一
般
会
計

討　
　

論

反
対
討
論
（　
　
　
　
　
　
　

）

日
本
共
産
党

　
　

入
間
市
議
団

　

長
引
く
景
気
低
迷
の
な
か
市
民
生
活
は

ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
働
く

人
の
所
得
は
１
９
９
７
年
の
ピ
ー
ク
時
よ

り
、
70
万
円
も
下
が
り
、
入
間
市
民
の
所

得
も
こ
の
４
年
間
で
平
均
43
万
円
下
が
っ

た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
は
市
民
生
活
は
よ

く
な
ら
な
い
。
来
年
４
月
の
消
費
税
８
％

引
き
上
げ
は
、
市
民
生
活
を
直
撃
す
る
。

　

国
の
悪
政
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、
国

の
言
い
な
り
で
は
な
く
住
民
の
立
場
で
国

に
意
見
を
挙
げ
る
べ
き
。
24
年
度
は
、
子

ど
も
医
療
費
無
料
化
が
中
学
３
年
ま
で
拡

充
さ
れ
た
点
は
評
価
で
き
る
が
、
全
体
と

し
て
構
造
改
革
路
線
を
受
け
入
れ
た
自
治

体
運
営
と
な
っ
て
お
り
認
め
ら
れ
な
い
。

以
下
具
体
的
に
反
対
の
理
由
を
指
摘
す
る
。

①
行
政
改
革
長
期
プ
ラ
ン
。
②
埼
玉
西
部

消
防
組
合
負
担
金
。
③
住
民
基
本
台
帳
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
事
業
。
④
証
券
優

遇
税
制
に
よ
る
市
民
税
の
徴
収
。
⑤
市
営

住
宅
の
入
居
資
格
に
制
限
を
導
入
。
⑥
道

路
橋
り
ょ
う
費
。
⑦
商
工
業
振
興
費
の
特

定
地
域
工
場
設
置
事
業
等
補
助
金
。
公
民

館
使
用
料
免
除
規
定
の
廃
止
な
ど
。

賛
成
討
論
（
入
間
自
民
ク
ラ
ブ
）

　

前
政
権
下
に
よ
る
デ
フ
レ
経
済
の
停
滞

が
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、
今
後
の
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
へ
の
期
待
と
そ
の
困
難
性
を
改

め
て
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
歳
入
で
は
、

地
方
の
財
源
不
足
を
補
て
ん
す
る
普
通
交

付
税
が
14
億
6
千
万
円
、
臨
時
財
政
対
策

債
が
約
19
億
3
千
万
円
、
措
置
さ
れ
た
も

の
の
財
政
調
整
基
金
を
約
9
億
3
千
万
円

取
り
崩
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な

っ
た
こ
と
は
、
安
定
的
な
財
政
運
営
に
課

題
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

歳
出
で
は
、
教
育
費
が
前
年
度
か
ら
8

億
円
超
の
増
と
な
り
、
要
因
と
し
て
中
学

校
2
校
の
校
舎
改
築
の
ほ
か
小
中
学
校
4

校
の
校
舎
耐
震
化
工
事
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
。
今
後
も
耐
震
化
完
了
の
目
標
年

度
で
あ
る
平
成
27
年
度
ま
で
は
止
む
を
得

な
い
。
決
算
分
析
指
標
の
中
で
、
経
常
収

支
比
率
が
91
・
4
％
と
前
年
度
か
ら
0.5
ポ

イ
ン
ト
上
昇
す
る
こ
と
と
な
り
財
政
構
造

の
弾
力
性
に
つ
い
て
憂
慮
さ
れ
る
が
、
公

債
負
担
比
率
な
ど
改
善
さ
れ
て
い
る
指
数

も
あ
り
、
総
体
的
に
見
て
概
ね
健
全
と
認

め
、
賛
成
の
討
論
と
す
る
。
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（億円）0　 市税 その他市債国庫支出金地方交付税繰入金 県支出金諸収入繰越金 地方譲与税

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

140

150

160

民生費 土木費衛生費 教育費総務費 公債費 その他

5

10

15

20

25

30

60

220

230

210

200

40

35

50

45

55

130

120

110

その他の内訳
　分担金及び負担金、使用料及び手数料、
　財産収入、寄附金、
　利子割交付金、配当割交付金、
　株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、
　ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、
　国有提供施設等所在市町村助成交付金、
　地方特例交付金、交通安全対策特別交付金 

その他の内訳
　議会費、労働費、農林水産業費、
　商工費、消防費、諸支出金 

9億2,295万9千円 
2.32%

3億1,822万8千円  
0.80%

11億1,512万7千円  
2.80%

10億424万7千円 
2.52%

17億2,786万4千円 
4.34%

209億9,388万円
52.69%

21億822万9千円 
5.29%

50億4,911万4千円 
12.67%

29億838万7千円
7.32%

36億9,879万6千円 
9.28%

30億2,294万円 
7.86%

47億2,288万5千円 
12.28%

59億1,236万4千円 
15.37%

34億3,829万6千円 
8.94%

35億1,181万7千円  
9.13%

149億7,461万4千円 
38.94%

市税負担額 市民1人あたり　１３万９，８８７円 
1世帯あたり　　３４万２，７３５円 

市民1人あたり　２５万６，２７１円
1世帯あたり　　６２万７，８８３円 

 平成２５年４月１日現在　人口150,077人　世帯数61,254世帯

一般会計歳入歳出決算 自主財源２５２億５，４８７万５千円（６３．４％）・依存財源１４５億９，１９５万６千円（３６．６％）

平成24年平成22年 平成23年

24年度 歳入
総額３９８億４，６８３万１千円

24年度 歳出
総額３８４億６，０３３万７千円

28億7,742万3千円 
7.48%
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賛
成
討
論（
公
明
党
入
間
市
議
団
）

　

歳
入
に
つ
い
て
は
市
税
の
減
収
に
伴
い

財
源
不
足
か
ら
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行

や
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
取
り
崩
し
等
憂

慮
す
べ
き
だ
。
歳
出
で
は
今
後
老
朽
化
し

た
公
共
施
設
の
維
持
補
修
の
為
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
必
要
で
あ
り
、
資
金
計
画
な
ど

全
庁
的
取
組
み
を
望
む
。
長
年
公
明
党
が

要
望
し
て
き
た
子
ど
も
医
療
費
の
無
償
化

が
中
学
３
年
ま
で
実
現
し
た
こ
と
は
評
価

す
る
。
防
災
用
品
購
入
費
に
つ
い
て
は
、

公
明
党
の
要
望
に
応
え
て
補
正
増
と
な
っ

た
が
、
備
蓄
量
の
上
積
み
と
分
散
備
蓄
へ

の
努
力
を
望
む
。
総
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
プ
ラ
ン
ト
保
険
料
も
公
明
党
の
要
望

し
た
見
直
し
に
着
手
し
大
幅
な
削
減
と
な

っ
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
に
つ
い
て
は
低
所
得
者
へ
の
利
用
料

金
一
部
助
成
を
実
施
し
て
頂
い
た
が
、
今

後
は
こ
の
事
業
の
周
知
徹
底
を
望
む
。

　

田
中
新
市
政
は
着
実
に
公
約
実
現
を
図

り
、
市
民
目
線
で
の
行
政
運
営
を
行
っ
て

い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
今
後
も
更
な
る

行
財
政
改
革
と
市
民
の
声
へ
の
配
慮
を
求

め
、
賛
成
の
討
論
と
す
る
。

賛
成
討
論（
み
ら
い
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

当
期
も
６
億
７
千
万
円
余
の
実
質
単
年

度
赤
字
を
計
上
し
、
経
常
収
支
比
率
も
91

・
４
％
と
高
水
準
で
推
移
。
財
政
調
整
基

金
の
期
末
現
在
高
も
、
最
低
ラ
イ
ン
と
さ

れ
る
標
準
財
政
規
模
約
250
億
円
の
10
％
に

遠
く
及
ば
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
極
め
て
ひ
っ
迫
し
た
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
着
実
な
事
務
執
行

に
努
め
ら
れ
た
点
に
つ
い
て
は
十
分
理
解

で
き
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
認
定
に
つ
い

て
は
お
お
む
ね
了
と
判
断
す
る
。

　

指
摘
事
項
は
以
下
の
３
点
。

　

第
１
に
入
間
市
の
財
政
状
況
は
極
め
て

ひ
っ
迫
し
て
い
る
。
中
期
財
政
見
通
し
の

策
定
、
行
政
改
革
長
期
プ
ラ
ン
の
積
み
増

し
に
よ
る
抜
本
的
な
歳
出
削
減
、
適
切
な

水
準
の
基
金
の
積
み
立
て
等
、
聖
域
な
き

行
財
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進
。
第
２
に

財
政
の
裏
付
け
を
重
視
し
た
計
画
行
政
の

堅
持
。
第
３
に
子
ど
も
未
来
室
事
業
、
小

中
一
貫
教
育
等
、
教
育
予
算
の
確
保
。

　

極
め
て
ひ
っ
迫
し
た
財
政
状
況
に
あ
り
、

メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
、
そ
し
て
計
画
性
の

あ
る
行
政
経
営
の
推
進
を
強
く
望
む
。

賛
成
討
論
（
み
ど
り
21
）

　

平
成
24
年
度
は
引
き
続
き
厳
し
い
財
政

状
況
の
も
と
、
実
質
収
支
は
黒
字
、
単
年

度
収
支
も
黒
字
に
転
換
し
た
。
し
か
し
、

平
成
23
年
度
よ
り
実
質
単
年
度
収
支
は
悪

化
。
財
政
調
整
基
金
を
大
き
く
切
り
崩
し
、

残
高
は
平
成
23
年
度
末
か
ら
半
減
し
た
。

　

臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て
は
約
19
億

円
を
新
規
発
行
し
、
約
9
億
円
の
元
利
償

還
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
期
末
現
在
残

高
は
平
成
23
年
度
末
よ
り
増
加
し
、
約
160

億
円
と
な
っ
た
。
償
還
額
を
超
え
た
臨
時

財
政
対
策
債
の
発
行
は
、
国
の
厳
し
い
財

政
状
況
を
鑑
み
る
と
、
不
安
な
要
素
が
残

る
。
償
還
額
を
超
え
な
い
範
囲
で
借
り
入

れ
を
希
望
す
る
。

　

個
別
事
業
に
関
し
て
は
、
未
来
の
有
権

者
で
あ
る
高
校
生
の
選
挙
事
務
の
実
施
・

ご
み
の
排
出
量
の
削
減
を
評
価
す
る
。

　

課
題
は
職
員
の
残
業
過
多
と
男
性
職
員

の
育
児
休
業
の
取
得
が
な
か
っ
た
こ
と
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活

の
調
和
）
を
図
り
、
名
実
と
も
に
男
女
共

同
参
画
都
市
を
目
指
し
た
い
。

会 議 の 順 序

委員会

本会議

一般質問

採
　
決

討
　
論

質
　
疑

説
　
明

採
　
　
　
決

討
　
　
　
論

質
　
　
　
疑

委
員
長
報
告

提
案
説
明

議
案
提
出

委
員
会
付
託

質
　
　
　
疑

開
　
　
　
会

招
　
　
　
集

閉
　
　
　
会

一般質問とは、議案に関係なく、市全体及び市政について市長などの考え方・方針をただすこと
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賛
成
討
論（
公
明
党
入
間
市
議
団
）

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

　

長
引
く
不
況
や
高
齢
化
に
伴
う
医
療
費

の
増
加
に
よ
っ
て
国
民
健
康
保
険
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
歳
入
に
つ
い
て
、
当
該
年
度
は
保

険
税
の
収
入
済
額
は
前
年
比
3.5
％
の
増
加

と
な
っ
た
。
収
税
業
務
担
当
者
の
効
率
的

か
つ
熱
心
な
努
力
に
よ
る
結
果
で
あ
る
と

評
価
す
る
。
資
格
証
明
書
の
発
行
に
つ
い

て
は
、
税
負
担
の
公
平
性
と
い
う
観
点
と
、

個
人
の
経
済
状
況
を
丁
寧
に
把
握
し
、
適

切
な
助
言
を
要
望
す
る
。
歳
出
に
つ
い
て

は
、
療
養
給
付
費
で
レ
セ
プ
ト
点
検
を
適

正
に
実
行
し
、
６
千
500
万
円
以
上
の
成
果

を
上
げ
た
点
を
評
価
。
今
後
は
柔
道
整
復

業
の
レ
セ
プ
ト
点
検
へ
の
注
力
に
期
待
す

る
。
医
療
費
の
高
騰
を
抑
え
る
た
め
に
も

予
防
医
学
は
重
要
で
あ
る
。
特
定
健
康
診

査
と
特
定
保
健
指
導
の
受
診
率
は
向
上
し

て
い
る
が
目
標
値
に
は
未
達
で
あ
り
、
受

診
率
の
高
い
先
進
自
治
体
の
調
査
研
究
が

必
要
と
考
え
る
。
今
後
さ
ら
に
市
民
へ
の

意
識
徹
底
を
図
り
、
受
診
率
の
向
上
に
努

力
す
る
こ
と
を
要
望
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

特
別
会
計

討　
　

論

反
対
討
論
（　
　
　
　
　
　
　

）

日
本
共
産
党

　
　

入
間
市
議
団

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

　

反
対
の
理
由
は
、
資
格
証
明
書
を
発
行

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
入
間
市
で
は
、

24
年
10
月
で
103
件
発
行
し
て
い
る
。

社
会
保
障
を
守
る
観
点
か
ら
反
対
す
る
。

（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

　

こ
の
制
度
は
そ
も
そ
も
75
歳
以
上
の
方

を
年
齢
で
差
別
す
る
制
度
で
あ
る
。
６
千

143
人
の
普
通
徴
収
は
年
収
18
万
円
以
下
で

１
万
２
千
円
以
上
は
高
す
ぎ
で
あ
る
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

　

24
年
度
は
介
護
保
険
の
基
準
額
が
月
額

３
千
564
円
か
ら
４
千
224
円
へ
と
平
均
18
％

も
の
大
幅
な
負
担
増
に
な
っ
た
。

所
得
の
減
少
、
年
金
削
減
で
苦
し
む
市
民

を
保
険
料
の
値
上
げ
が
さ
ら
に
苦
し
め
て

い
る
。
普
通
徴
収
の
方
の
収
納
率
が
約
88

％
に
な
っ
て
い
る
の
は
限
界
を
物
語
っ
て

い
る
。

（
狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
）

　

こ
の
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
が
、
24
年
度
は
２
億
８

千
466
万
円
で
す
。
市
民
生
活
の
応
援
に
税

金
を
投
入
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
入
間
自
民
ク
ラ
ブ
）

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

　

現
在
の
国
民
皆
保
険
制
度
は
、
世
界
に

誇
れ
る
も
の
で
あ
り
、
市
民
の
健
康
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。
年
々
増
大
す
る
医

療
費
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
財
政
は
、

厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
は
言
え
、
平
成
24

年
度
の
決
算
は
大
旨
良
好
な
状
態
に
あ
り

賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

　

両
制
度
共
に
市
民
に
周
知
が
図
ら
れ
、

定
着
し
て
来
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
急

激
な
高
齢
化
に
伴
い
、
対
象
者
が
増
加
し

て
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
い
て
い
る
。
こ

の
様
な
中
に
あ
っ
て
、
両
制
度
共
黒
字
の

決
算
が
行
わ
れ
て
お
り
、
賛
成
と
す
る
。

（
狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
）

　

当
事
業
は
事
業
認
可
以
来
19
年
が
経
過

し
、
多
く
の
地
権
者
の
ご
協
力
を
得
て
事

業
は
順
調
に
進
展
し
、
完
成
ま
で
あ
と
わ

ず
か
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
工
業
団
地
の

役
割
は
、
雇
用
や
地
域
経
済
へ
の
効
果
だ

け
で
な
く
、
市
の
財
政
へ
の
価
値
も
大
き

く
、
賛
成
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

議会を
傍聴しましょう

議会は住民の、
住民による、

住民のためのものです。
次回の定例会は

３月に開かれる予定です。

　議会には、次のような権限
　　　《やくわり・仕事をすることができる範囲》があります。
●議決権　条例の制定や改廃、予算などを決めます。
●同意権　主要人事（例：副市長、教育委員等）の選任に対して同意する
　　　　　かどうか決めます。
●調査権　議決により、市の事務に関する調査を行い、記録の提出を請求
　　　　　したりすることができます。
●選挙権　議長、副議長、選挙管理委員等を選挙します。
●その他　決定権、検査及び監査請求権、説明請求及び意見陳述権、意見表明権
　　　　　自律権、承認権、報告・書類受理権、請願受理権などがあります。
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賛
成
討
論
（
み
ら
い
市
民
ク
ラ
ブ
）

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

　

近
年
、
人
口
の
高
齢
化
、
雇
用
形
態
の

変
化
等
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
を
利
用
さ

れ
る
方
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
一
般
会

計
繰
入
金
は
17
億
円
、
こ
の
う
ち
法
定
外

繰
入
金
が
約
13
億
5
千
万
円
。
保
険
税
の

水
準
の
総
合
的
な
見
直
し
等
を
行
わ
な
け

れ
ば
、
保
険
財
政
は
維
持
出
来
な
い
。
今

後
も
適
切
な
運
用
を
期
待
す
る
。
市
民
の

皆
様
に
も
、
皆
で
支
え
る
社
会
保
険
制
度

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
強
く
願
う
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
介
護
保
険
の
利

用
者
数
、
総
費
用
は
増
加
し
て
い
る
中
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
介

護
予
防
事
業
の
推
進
、
介
護
保
険
料
の
見

直
し
が
行
わ
れ
た
。
今
後
も
適
切
な
給
付

と
負
担
の
維
持
を
期
待
す
る
。

（
狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
）

　

ま
も
な
く
現
地
工
事
が
完
了
す
る
当
事

業
は
、
今
後
の
高
齢
化
の
進
展
等
々
に
よ

る
歳
入
減
を
補
う
た
め
に
も
必
要
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。
引
き
続
き
適
正
な
事
務
執

行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

平成24年度　特別会計決算一覧表

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

武 蔵 藤 沢 駅 周 辺 土 地
区画整理事業特別会計

入間市駅北口土地区画
整 理 事 業 特 別 会 計

扇 台 土 地 区 画
整 理 事 業 特 別 会 計

狭 山 台 土 地 区 画
整 理 事 業 特 別 会 計

169億2,321万2千円

12億3,238万9千円

70億8,288万7千円

23億3,328万7千円

2億4,050万6千円

6億3,625万1千円

5億6,606万6千円

4億6,936万5千円

歳　　入

165億7,744万6千円

12億2,664万4千円

68億4,060万円

22億4,341万円

2億1,050万4千円

5億2,728万4千円

5億974万円

4億1,370万7千円

歳　　出

3億4,576万6千円

574万5千円

2億4,228万7千円

8,987万7千円

3,000万2千円

4,906万4千円

3,116万円

3,527万9千円

実質収支額

●放映チャンネル
　111チャンネル
●放映時間
　議会開催日の午後6時から

入間CATVで
本会議を
全面放映
しています

̶いるま市議会だよりについてー

ご意見・ご感想は随時お待ちしております。

　議会広報委員会では、市議会だよりの編集にあたり、皆様からお寄
せいただいた貴重なご意見などを踏まえ、紙面、文書表現や色使いな
どを改めてまいりました。今後も、より分かりやすく親しみやすい紙面づ
くりをめざしてまいります。

ご意見・ご感想をお寄せくださいご意見・ご感想をお寄せください

《議会事務局》 〒358-8511入間市豊岡1-16-1
 TEL：2964－1111 内線5112～4　FAX : 2965-7177
 Eメール：ir720100@city.iruma.lg.jp

ご意見・ご感想をお寄せください
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入
間
市
下
水
道
条
例
及
び
入
間
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

入
間
市
下
水
道
条
例
及
び
入
間
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

今
回
の
条
例
改
正
は
、
平
成

24
年
8
月
22
日
に
「
社
会
保
障

の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る

税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
な

う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法
律
」
が
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
消
費
税
法

の
改
正
に
起
因
す
る
も
の
で
、

平
成
26
年
4
月
1
日
よ
り
、
消

費
税
率
を
5
％
か
ら
8
％
と
改

正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
下
水
道
、
水
道
料
の
検

診
は
、
市
内
を
2
分
し
、
2
ヶ

月
ご
と
に
奇
数
月
と
偶
数
月
に

行
っ
て
お
り
、
4
月
に
使
用
し

た
下
水
道
及
び
水
道
料
相
当
分

の
消
費
税
の
適
用
税
率
で
不
公

平
が
生
じ
て
し
ま
う
た
め
、
4

月
使
用
相
当
分
に
お
け
る
増
税

分
は
事
業
者
負
担
と
な
り
5
月

使
用
分
か
ら
徴
収
す
る
も
の
と

し
賛
成
す
る
。

賛成
９名
入
間
自
民
ク
ラ
ブ

※
議
長
を
除
く 議

案
第
92
号

クローズアップ

討論
【
議
案
の
内
容
】
平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら
消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
合
計
が
5
％
か
ら
8
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、下
水
道
使
用
料
、 

水
道
利
用
加
入
金
及
び
水
道
料
金
に
係
る
消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
合
計
を
5
％
か
ら
8
％
と
す
る
も
の
。

　

入
間
市
が
水
道
料
金
に
消
費

税
増
税
分
の
上
乗
せ
を
行
わ
な

け
れ
ば
、
県
水
購
入
費
の
３
％

増
税
分
２
千
700
万
円
は
市
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で

最
も
得
す
る
の
は
大
口
利
用
者
、

即
ち
大
企
業
や
工
場
で
あ
る
。

　

市
の
負
担
と
は
市
民
の
負
担

で
あ
り
、
や
が
て
は
基
本
料
金

値
上
げ
な
ど
生
活
困
窮
者
の
将

来
負
担
増
は
明
ら
か
。

　
「
消
費
税
は
低
所
得
者
へ
の

負
担
増
だ
か
ら
反
対
」
と
の
聞

こ
え
の
い
い
主
張
は
消
費
税
法

が
改
正
済
み
の
現
実
か
ら
目
を

背
け
て
お
り
、
本
質
を
見
失
う
。

　

他
の
自
治
体
で
も
導
入
済
み

で
公
明
党
が
従
来
よ
り
提
案
し

て
き
た
福
祉
減
免
制
度
の
導
入

こ
そ
低
所
得
者
対
策
と
し
て
望

ま
し
い
。
減
免
制
度
の
導
入
を

要
望
し
本
条
例
案
に
賛
成
す
る
。

賛成
4名
公
明
党
入
間
市
議
団

　

本
条
例
は
４
月
か
ら
の
消
費

税
増
税
に
伴
い
、
上
下
水
道
料

金
等
の
消
費
税
を
５
％
か
ら
８

％
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　

政
府
は
景
気
回
復
を
理
由
に

増
税
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、

国
民
の
所
得
は
下
が
り
続
け
、

15
年
間
で
年
間
70
万
円
も
減
少

し
て
い
る
。
消
費
税
は
低
所
得

の
人
ほ
ど
負
担
が
重
く
な
る
不

公
平
な
税
で
あ
り
、
貧
困
と
格

差
は
一
層
広
が
る
。

　

し
か
も
増
税
は
社
会
保
障
の

た
め
と
さ
れ
て
き
た
が
、
年
金

・
医
療
・
介
護
な
ど
で
給
付
削

減
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

景
気
対
策
と
し
て
大
企
業
や
公

共
事
業
へ
の
バ
ラ
マ
キ
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。　

　

消
費
税
増
税
に
道
理
は
な
く
、

増
税
中
止
を
求
め
る
立
場
か
ら

本
条
例
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

反対
4名
日
本
共
産
党

　
　
　

入
間
市
議
団

　

本
条
例
は
消
費
税
改
定
分
を

適
正
に
下
水
道
使
用
料
・
水
道

料
金
等
に
転
嫁
す
る
も
の
で
あ

る
。
消
費
税
の
引
き
上
げ
分
は

一
部
地
方
に
配
分
さ
れ
、
市
の

歳
入
増
が
期
待
さ
れ
る
。

　

も
し
、
消
費
税
の
改
定
分
を

転
嫁
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
分
は

市
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
水
道
料
金
の
実
質
３
％

の
値
下
げ
と
な
り
、
水
道
事
業

会
計
を
圧
迫
す
る
。
下
水
道
使

用
料
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計

か
ら
繰
り
出
す
こ
と
に
な
れ
ば
、

下
水
道
を
使
用
し
て
い
な
い
方

か
ら
も
消
費
税
改
定
分
を
頂
く

こ
と
に
な
る
。
公
平
性
が
保
て

な
い
。
水
を
使
っ
た
方
が
使
っ

た
分
だ
け
の
消
費
税
相
当
分
を

支
払
う
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

改
定
分
を
転
嫁
す
る
の
は
妥
当

と
考
え
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛成
１名
み
ど
り
21

入
間
市
下
水
道
条
例
及
び
入
間
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

入
間
市
下
水
道
条
例
及
び
入
間
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
み
ら
い
市
民
ク
ラ
ブ

　
（
3
名
）
賛
成

　

平
成
25
年
６
月
定
例
会
か
ら
、

市
議
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

本
会
議
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
下
の
「
録

画
放
映
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と

配
信
用
ペ
ー
ジ
に
移
動
し
ま
す
。

※
配
信
は
本
会
議
の
概
ね
10
日

後
と
な
り
ま
す
。

市
議
会
本
会
議

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
映
像
配
信
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平成25年12月定例会　議決結果

全会一致の議案

表の見方：〇は賛成の議員、×は反対の議員、欠は欠席の議員、退は退席の議員

議案
番号 議　案　名

入間自民クラブ 公明党
入間市議団

日本共産党
入間市議団

みらい市民
クラブ

みどり
21 賛　
　

成

反　
　

対

議
決
結
果

金
子　

俊
雄

近
藤　

常
雄

駒
井　
　

勲

宮
岡　

治
郎

平
山　

五
郎

小
島　

清
人

横
田　

淳
一

杉
山　

捷
治

紺
野　

博
哉

鈴
木　

洋
明

金
澤　

秀
信

永
澤
美
恵
子

向
口　

文
恵

末
次　
　

正

石
田　

芳
夫

安
道　

佳
子

吉
澤
か
つ
ら

小
出　
　

亘

山
本　

秀
和

松
本　

義
明

野
口　

哲
次

関
谷
真
奈
美

市
長
提
出
議
案

76 平成24年度入間市一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ 議
長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 17 4 認定

77 平成24年度入間市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ 議
長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 17 4 認定

78 平成24年度入間市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ 議
長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 17 4 認定

79 平成24年度入間市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ 議
長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 17 4 認定

84
平成24年度入間都市計画事業狭山台土地区
画整理事業特別会計歳入歳出決算認定につ
いて 

○ ○ ○ 議
長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 17 4 認定

92 入間市下水道条例及び入間市水道事業給水条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ 議
長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 17 4

原案
可決

議案
番号 議　案　名

市
長
提
出
議
案

80 平成24年度入間市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

81 平成24年度入間都市計画事業武蔵藤沢駅周辺土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について 

82 平成24年度入間都市計画事業入間市駅北口土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について 

83 平成24年度入間都市計画事業扇台土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について 

85 平成24年度入間市水道事業会計の利益の処分について

86 平成24年度入間市水道事業会計決算認定について 

88 人権擁護委員候補者の推薦について 

89 人権擁護委員候補者の推薦について

90 入間市葬祭条例の一部を改正する条例 

91 入間市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部を改正する条例

93 入間市福祉作業所設置及び管理条例の一部を改正する条例

94 入間市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例及び入間市重度心身障害者の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
95 市道路線の廃止について

96 市道路線の認定について

97 市道路線の認定について 

98 市道路線の認定について

99 財産の取得について

100 財産の取得について 

101 入間市市民会館の指定管理者の指定について

102 入間市産業文化センターの指定管理者の指定について

103 入間市農村環境改善センターの指定管理者の指定について

104 入間市立黒須保育所の指定管理者の指定について

105 入間市扇台福祉作業所の指定管理者の指定について

106 入間市体育施設の指定管理者の指定について

107 平成25年度入間市一般会計補正予算（第４号）

108 平成25年度入間市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

109 平成25年度入間市下水道事業特別会計補正予算（第２号）

110 平成25年度入間都市計画事業武蔵藤沢駅周辺土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

111 平成25年度入間都市計画事業入間市駅北口土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

112 平成25年度入間都市計画事業扇台土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号） 

113 平成25年度入間都市計画事業狭山台土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号） 

114 平成25年度入間市水道事業会計補正予算（第１号）
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知っておきたい政治家と寄付などについての決まりごと知っておきたい政治家と寄付などについての決まりごと知っておきたい政治家と寄付などについての決まりごと
　議員等の政治家は、公職選挙法により以下のとおりいろいろな行為が禁止され、罰則が定められています。
よりよい地域づくりのために、法律の趣旨を理解し、遵守への協力をお願いいたします。

その①　政治家の寄付の禁止
　政治家（候補者、候補者となろうとする者及び現に
公職にある者）が、選挙区内にある者に対して寄付を
すること（政党や親族に対するもの及び政治教育集会
に関する必要やむを得ない実費の補償を除く）は、い
かなる名義をもってするかを問わず禁止されています
（会費・参加費等が適切・妥当なものかも問われます）。
　ただし、政治家本人が自ら出席する結婚披露宴にお
ける祝儀、政治家本人が自ら出席する葬式や通夜にお
ける香典は罰則の対象から除かれます。

その②　政治家に対する寄付の勧誘・要求の禁止
　政治家に対し寄付を出すように勧誘や要求をすること（政党
や親族に対するもの及び政治教育集会に関する必要やむを得な
い実費の補償の勧誘・要求は除く）も、禁止されています。

その③　その他の禁止行為
　政治家が出す時候のあいさつ状（答礼のための自筆によるも
のを除く）、有料のあいさつ広告、後援団体（いわゆる後援会）
による寄付なども選挙区内にあるものに対する場合は禁止され
ています。

お祭りへの
寄付や差し入れ

葬式の花輪・供花 病気見舞い お中元・お歳暮 入学祝い・卒業祝い 結婚祝い・香典

落成式・
開店祝いの花輪

運動会や
スポーツ大会への
飲食物の差し入れ

町会の集会や
旅行等の催し物への
寸志や飲食物の
差し入れ

禁止される
寄付行為
の例

質
問

入
間
市
を
元
気
に
す
る
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
と
市
政
施
行
50
周
年
事
業
。

⑴
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

⑵
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
を
市
政
施
行
50
周
年

に
合
わ
せ
て
位
置
付
け
た
ら
い
か
が
か
。

⑶
Ｂ
級
グ
ル
メ
に
対
す
る
考
え
は
。
⑷
Ｂ

級
グ
ル
メ
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
は
。

市
長

⑴
「
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
」
と

し
て
大
き
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
。
⑵
作

成
方
法
や
活
用
方
法
を
積
極
的
に
検
討
す

る
。
⑶
「
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
」
の
発
信

力
と
い
う
点
で
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
る
。

⑷
前
向
き
に
検
討
す
る
。

質
問

上
藤
沢
・
林
・
宮
寺
間
新
設
道

路
整
備
事
業
に
つ
い
て
⑴
着
工
が
遅
れ
て

い
る
理
由
は
何
か
。
⑵
所
沢
市
と
の
間
に

相
違
は
あ
る
の
か
。
⑶
進
捗
状
況
と
今
後

の
予
定
は
。

市
長

⑴
財
政
負
担
が
大
き
い
こ
と
か

ら
平
成
22
年
度
に
事
業
見
直
し
を
し
た
。

⑵
考
え
方
に
相
違
は
な
い
。
⑶
「
道
路
の

設
計
」「
用
地
の
測
量
」
等
の
修
正
業
務

は
昨
年
度
ま
で
に
終
了
。
第
１
工
区
か
ら

早
期
に
着
工
、
完
成
で
き
る
よ
う
に
努
力

し
、
用
地
取
得
は
平
成
27
年
度
か
ら
行
う
。

質
問

武
蔵
藤
沢
駅
周
辺
土
地
区
画
整

理
事
業
の
今
後
と
状
況
⑴
中
央
公
園
東
屋

と
公
園
内
の
芝
の
状
況
は
。
⑵
中
央
通
り

線
の
街
路
樹
の
高
さ
は
。
⑶
区
画
整
理
地

内
の
交
通
安
全
の
確
保
は
。

都
市
建
設
部
長

⑴
東
屋
の
屋
根
は
壊

さ
れ
に
く
い
も
の
を
考
え
、
適
正
な
除
草

作
業
を
進
め
る
。
⑵
基
準
に
あ
っ
た
適
正

な
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

市
民
部
長

⑶
現
地
確
認
、
警
察
に
要

望
。
地
域
と
調
整
し
必
要
な
対
策
を
す
る
。

一
般
質
問

Q uestion

nswerA
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
質
問
者

13
名
に
よ
り
12
月
9
・
10
・
11
日
の

３
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
質
問
・
答
弁
内
容
は
質
問
者
本
人
が

　

要
約
し
た
も
の
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
・
道
路
・
区
画
整
理
事
業

Question 1

鈴
木 

洋
明
議
員着工が待たれる上藤沢・林・宮寺間新設道路

11



質
問

入
間
市
博
物
館
を
災
害
対
策
本

部
と
す
る
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
「
入
間

市
地
域
防
災
計
画
」
に
反
映
す
る
こ
と
で
、

防
災
計
画
の
完
成
度
を
上
げ
る
こ
と
は
考

え
て
い
る
か
。

市
民
部
長

防
災
訓
練
よ
り
規
模
の
小

さ
い
国
民
保
護
訓
練
で
、
入
間
市
博
物
館

を
拠
点
と
す
る
訓
練
を
実
施
す
る
方
向
で

考
え
て
い
る
。

質
問

市
内
公
共
施
設
の
防
火
扉
の
点

検
と
、
熱
感
知
型
防
火
扉
か
ら
最
新
の
煙

感
知
型
へ
交
換
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

副
市
長

防
火
扉
の
点
検
・
改
修
は
補

正
予
算
を
組
ん
で
行
う
予
定
。
す
べ
て
の

熱
感
知
型
防
火
扉
を
一
度
に
煙
感
知
型
に

交
換
す
る
の
は
財
政
的
に
難
し
い
が
、
災

害
時
の
安
全
を
守
る
意
味
か
ら
も
検
討
は

し
て
い
く
。

質
問

市
有
施
設
の
屋
上
貸
し
に
よ
る

賃
料
確
保
と
、
防
災
対
策
に
資
す
る
意
味

か
ら
災
害
時
の
電
力
確
保
を
目
指
す
屋
上

貸
し
事
業
を
行
う
計
画
は
あ
る
か
。

市
長

こ
の
事
業
に
参
入
を
希
望
す
る

業
者
数
を
調
査
し
、
今
後
こ
の
事
業
が
実

施
で
き
る
か
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問

金
子
地
域
の
住
民
の
長
年
の
要

望
で
あ
る
金
子
駅
西
口
の
開
設
を
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
か
ら
連
絡
の
あ
っ
た
、
金
子
駅
駅

舎
の
建
替
え
と
跨
線
橋
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
工
事
に
併
せ
て
実
現
を
目
指
す
姿
勢
は

あ
る
か
。

市
長

金
子
駅
西
口
の
開
設
は
金
子
地

域
住
民
の
長
年
の
要
望
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。

金
子
駅
西
口
の
早
期
開
設
を

Question 2

末
次　

正
議
員

質
問

納
骨
堂
「
入
間
永
光
苑
」
は
、

設
置
さ
れ
て
以
来
、
効
率
的
に
運
営
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
原
則
一
時
預
か

り
で
、
利
用
料
も
年
間
３
万
円
は
他
に
比

べ
高
額
で
あ
る
こ
と
や
、
墓
に
対
す
る
市

民
の
意
識
の
変
化
も
考
え
ら
れ
る
。
①
こ

れ
ま
で
の
利
用
状
況
②
運
営
上
の
課
題
③

時
代
と
と
も
に
新
し
い
納
骨
堂
の
あ
り
方

で
あ
る
「
合
葬
式
納
骨
堂
」
へ
の
転
換
を
。

市
長

①
近
年
は
減
少
傾
向
。
10
月
末

で
利
用
率
28
％
。
②
施
設
の
老
朽
化
や
利

用
率
の
低
下
か
ら
、
今
後
は
廃
止
に
向
け

納
骨
堂
の
効
率
的
・
有
効
な
活
用
へ

Question 3

向
口 

文
恵
議
員

て
検
討
。
③
合
葬
式
納
骨
堂
へ
の
転
換
に

は
さ
ら
に
経
費
も
か
か
る
こ
と
か
ら
民
間

に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
ま
か
せ
た
い
。

質
問

他
地
域
で
の
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
55
％
の
方
が
永
代
供
養
の
で
き
る

「
合
葬
墓
」
を
望
ん
で
い
る
結
果
が
で
て

い
る
。
当
市
で
も
意
識
調
査
を
す
る
べ
き
。

市
長

意
識
調
査
を
し
、
墓
地
に
困
っ

て
い
る
方
へ
何
が
で
き
る
か
検
討
す
る
。

質
問

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決

定
し
、
周
辺
地
域
は
観
光
に
力
点
を
置
き

始
め
た
。
当
市
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
住

ん
で
み
た
い
街
」「
訪
れ
て
み
た
い
街
」

と
認
知
し
て
い
た
だ
く
努
力
を
加
速
さ
せ

る
べ
き
。
そ
の
た
め
に
も
新
た
な
観
光
案

内
図
の
設
置
や
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
・
Ｂ
級
グ

ル
メ
の
早
期
開
発
を
。

市
長

来
年
度
に
観
光
力
強
化
の
た
め

の
組
織
を
立
ち
上
げ
る
の
で
そ
の
中
で
考

え
て
い
き
た
い
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
等
も
早
期

に
と
り
か
か
る
。

【
こ
の
ほ
か
】
ゾ
ー
ン
30
事
業
の
実
効
性

向
上
の
た
め
に
・
悪
質
電
話
勧
誘
対
策
、

「
迷
惑
電
話
チ
ェ
ッ
カ
ー
」
の
導
入
を
。

駅舎建替えとバリアフリー化に併せて金子駅西口の開設を

入間市納骨堂「入間永光苑」
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質
問

充
実
し
た
生
活
都
市
構
想
を
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
か
。

企
画
部
長

市
長
公
約
の
「
充
実
し
た

生
活
都
市
構
想
」
と
市
の
総
合
計
画
は
、

基
本
的
に
は
独
立
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
が
め
ざ
す
市
の
姿
は
一
致
し
て
い
る
。

市
長
公
約
の
「
働
く
場
所
が
あ
り
、
収
入

が
確
保
で
き
る
」
ま
ち
を
目
指
す
こ
と
は
、

次
期
総
合
計
画
の
策
定
時
に
、
市
民
参
加

の
会
議
を
設
置
し
、
議
論
か
ら
始
め
る
。

質
問

土
地
利
用
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

都
市
建
設
部
長

現
在
の
市
街
化
区
域

に
お
け
る
見
直
し
に
お
い
て
工
業
系
用
途

を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
現
総
合
振
興
計
画

の
方
針
に
反
す
る
結
果
に
な
り
、
極
め
て

困
難
で
あ
る
。
な
お
、
土
地
利
用
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
次
期
総
合
計
画
に
お
け

る
検
討
課
題
と
考
え
て
い
る
。

質
問

市
街
化
調
整
区
域
内
（
農
業
振

興
地
域
内
の
農
用
地
区
域
）
の
土
地
利
用

の
制
約
に
つ
い
て

環
境
経
済
部
長

当
市
で
は
、
昭
和
45

年
12
月
25
日
に
、
農
業
振
興
地
域
の
地
域

指
定
が
、
埼
玉
県
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
市

の
計
画
で
も
あ
る
農
用
地
区
域
は
、
昭
和

49
年
3
月
30
日
に
、
計
画
認
可
さ
れ
た
。

市
街
化
調
整
区
域
内
を
新
た
に
工
業
系
用

途
地
域
に
設
定
す
る
場
合
に
は
、
農
業
振

興
地
域
、
特
に
農
業
振
興
地
域
外
で
の
検

討
を
第
一
に
行
う
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

質
問

次
期
総
合
計
画
に
つ
い
て

市
長

多
種
多
様
な
意
見
を
市
民
か
ら

い
た
だ
い
て
、
意
見
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
反

映
し
、
計
画
策
定
を
進
め
て
行
く
。

【
そ
の
他
】
公
共
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
、
岩
沼
市
と
の
関
係
に
つ
い
て
質
問
。

充
実
し
た
生
活
都
市
構
想
と
は

Question 4

小
島 

清
人
議
員

質
問

最
終
処
分
場
（
ご
み
を
燃
や
し

た
灰
や
不
燃
物
を
埋
立
て
る
所
）
は
、
あ

と
12
年
前
後
で
満
杯
に
な
る
。
①
ど
の
よ

う
な
対
応
が
考
え
ら
れ
る
か
。
②
い
つ
ま

で
に
、
ど
の
よ
う
に
対
応
を
決
め
る
の
か
。

市
長

①
民
間
業
者
へ
の
委
託
、
拡
張

新
設
の
３
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
②
新
設
に

は
10
年
く
ら
い
は
要
す
る
。
そ
の
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
平
成
26
年
度
に
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り

調
査
研
究
を
行
う
。
平
成
27
年
度
に
審
議

会
に
諮
問
す
る
。
答
申
後
、
庁
内
に
横
断

的
な
組
織
を
作
り
検
討
し
て
い
く
。

最
終
処
分
場
満
杯
に
向
け
て
の
対
応

Question 5

野
口 

哲
次
議
員

質
問

私
た
ち
の
生
活
や
事
業
に
不
可

欠
な
ご
み
処
理
の
根
幹
を
第
三
者
に
委
ね

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
民
間
業
者
へ
の
委

託
は
選
択
肢
か
ら
外
す
べ
き
で
は
。

市
長

３
つ
の
対
応
策
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

で
検
討
し
て
い
く
。

質
問

来
年
１
月
か
ら
「
市
民
課
月
２

回
土
曜
開
庁
」
の
試
行
が
始
ま
る
。
開
庁

す
る
部
署
を
広
げ
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長

今
の
と
こ
ろ
な
い
。

質
問

開
庁
す
る
部
署
を
市
民
課
に
限

る
と
、
受
け
付
け
る
範
囲
が
「
電
話
予
約

休
日
交
付
」
の
証
明
書
と
ほ
と
ん
ど
重
な

る
。
休
日
開
庁
の
必
要
性
は
。

市
長

全
部
重
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

質
問

公
約
に
は
休
日
開
庁
の
他
、
市

民
支
援
室
な
ど
職
員
の
配
置
を
必
要
と
す

る
も
の
が
あ
る
。
一
般
職
員
数
１
割
の
63

名
を
削
減
す
る
計
画
が
進
行
す
る
中
、
休

日
開
庁
を
優
先
し
て
実
施
す
る
理
由
は
。

市
長

準
備
が
で
き
た
も
の
か
ら
実
施

し
て
い
る
。
公
約
の
た
め
職
員
配
置
が
必

要
と
な
れ
ば
、
削
減
計
画
は
修
正
す
る
。

大規模公共施設にネーミングライツを

木蓮寺にある最終処分場
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質
問

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
計
画
で

あ
る
地
域
福
祉
計
画
の
総
括
、
次
期
地
域

福
祉
計
画
と
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

は
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
部
長

社
会
福
祉
協
議
会
の
充
実
、

地
域
で
の
共
助
の
仕
組
み
作
り
、
進
行
管

理
委
員
会
の
立
ち
上
げ
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
も
関
連
団
体
と
の
情
報
交
換
、
共
通

理
解
を
深
め
両
計
画
の
一
体
的
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

質
問

今
後
の
地
域
福
祉
の
推
進
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

市
長

全
庁
的
に
地
域
福
祉
の
共
通
認

識
を
も
つ
必
要
が
あ
る
。
地
域
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
、
総
合
相
談
窓
口

の
設
置
を
進
め
て
い
く
。

質
問

現
在
の
ま
ち
づ
く
り
は
量
的
拡

大
か
ら
質
的
向
上
の
時
期
に
あ
る
が
、
市

民
と
の
対
話
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

市
長

複
数
の
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
て
行

政
情
報
を
共
有
し
て
い
く
。
「
た
っ
ち
ゃ

ん
市
長
の
市
政
コ
ー
ナ
ー
」
は
周
知
方
法

な
ど
を
工
夫
し
て
充
実
さ
せ
て
い
く
。
地

域
に
出
向
い
て
の
行
政
報
告
や
意
見
交
換

も
実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

質
問

企
画
立
案
へ
の
市
民
参
画
は
。

市
長

政
策
決
定
前
の
意
見
聴
取
会
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
施
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ

ー
ス
で
検
討
し
て
い
く
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
は
更
に
充
実
さ
せ
て
い
く
。

質
問

次
期
総
合
計
画
へ
前
回
以
上
の

市
民
参
画
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

市
民
会
議
を
新
た
に
設
け
る
。

市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
を
見
直
し
て
い

き
、
市
民
と
の
協
働
事
業
を
更
に
検
討
し

て
い
く
。
前
回
以
上
の
市
民
参
画
を
図
る
。

地
域
福
祉
・
開
か
れ
た
市
政
の
推
進

Question 6

松
本 

義
明
議
員

質
問

入
間
市
民
の
所
得
は
、
こ
の
４

年
間
で
43
万
円
も
減
少
し
て
い
る
。
さ
ら

に
扶
養
控
除
の
見
直
し
、
復
興
増
税
な
ど

税
負
担
は
重
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

市
民
生
活
に
対
す
る
認
識
は
い
か
が
か
。

市
長

確
か
に
厳
し
い
も
の
は
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

質
問

市
税
条
例
で
は
◎
所
得
が
皆
無

と
な
っ
た
た
め
生
活
が
著
し
く
困
難
と
な

っ
た
も
の
◎
特
別
の
事
由
が
あ
る
も
の
に

つ
い
て
減
免
で
き
る
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
る
減
免
は
こ
れ

ま
で
適
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら

の
事
由
も
適
用
し
、
減
免
制
度
の
拡
充
を
。

市
長

税
の
公
平
性
か
ら
慎
重
な
対
応

が
望
ま
し
い
。
こ
れ
ま
で
通
り
分
割
納
付

な
ど
の
納
税
相
談
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問

市
税
の
減
免
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
納
付
書
に
も
記
載
さ
れ
て
い

な
い
。
市
民
に
広
く
周
知
す
べ
き
で
は
。

総
務
部
長

相
談
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
る
の
で
、
特
別
に
は
知
ら
せ
て
い
な
い
。

質
問

天
災
・
火
災
・
交
通
災
害
で
被

災
し
た
場
合
や
所
得
が
減
少
し
た
場
合
、

市
民
税
・
国
保
税
の
減
免
制
度
拡
充
を

Question 7

吉
澤 

か
つ
ら
議
員

さ
ら
に
少
額
所
得
者
に
対
し
て
減
免
を
適

用
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
。

市
長

調
査
・
研
究
は
し
て
い
き
た
い
。

質
問

国
民
健
康
保
険
制
度
は
無
職
者

や
年
金
生
活
者
な
ど
所
得
が
少
な
い
人
が

多
く
加
入
し
て
い
る
。
法
律
上
も
「
社
会

保
障
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
所
得

減
少
の
と
き
な
ど
は
減
免
を
適
用
す
べ
き
。

市
長

税
の
公
平
性
や
「
相
互
扶
助
」

の
観
点
か
ら
慎
重
な
対
応
が
必
要
。
分
割

納
付
な
ど
納
税
相
談
で
対
応
し
て
い
く
。

たっちゃん市長の市政コーナー

住民税減免を適用している自治体
川崎市 ● 天災・火災・交通災害で家屋等が被災

した場合、死亡した場合、特別障害者
となった場合

● 勤労所得者が退職または病気等による
休廃業などによる所得減少

国保税減免を適用している自治体

大和市 ● 所得減、休廃業など。生活保護基準の
１・２倍以下の世帯

徳島市 ● 収入減、児童扶養手当受給世帯、重度
心身障害者など
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質
問

来
年
４
月
の
消
費
税
増
税
後
反

動
に
よ
る
悪
影
響
緩
和
策
と
し
て
来
年
５

月
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
再
発
行
を
。

市
長

商
品
券
の
発
行
に
は
財
源
の
課

題
が
あ
る
が
、
何
ら
か
の
景
気
刺
激
策
は

必
要
で
あ
り
、
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問

市
内
小
学
校
で
、
防
災
教
育
の

一
環
と
し
て
年
１
回
程
度
、
ア
ル
フ
ァ
ー

米
な
ど
の
防
災
備
蓄
食
糧
を
学
校
給
食
の

中
で
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

市
長

傾
聴
に
値
す
る
提
案
で
あ
る
。

質
問

平
成
12
年
度
補
正
予
算
で
、
市

内
映
画
館
入
居
ビ
ル
管
理
会
社
に
対
し
、

市
は
再
開
発
事
業
と
し
て
３
億
円
を
融
資
。

返
済
計
画
は
、
無
利
子
か
つ
10
年
据
え
置

き
の
15
年
分
割
返
済
で
あ
っ
た
が
平
成
23

年
度
第
１
回
目
の
返
済
か
ら
滞
納
。
（
一

部
遅
れ
て
入
金
、
現
在
３
千
万
円
滞
納
）

「
映
画
館
の
入
場
者
数
が
数
十
年
間
高
水

準
で
推
移
、
テ
ナ
ン
ト
入
居
率
が
100
％
満

床
の
ま
ま
数
十
年
間
推
移
」
と
見
込
ん
だ

当
初
の
事
業
計
画
は
、
甘
い
の
で
は
な
い

か
。
当
時
の
市
議
会
に
事
業
計
画
の
実
態

を
十
分
情
報
開
示
し
て
い
た
の
か
。

都
市
建
設
部
長

当
時
は
そ
れ
な
り
の

リ
ス
ク
判
断
を
し
て
頂
い
た
も
の
と
考
え

る
が
、
今
後
さ
ら
に
情
報
開
示
に
努
力
。

質
問

融
資
の
今
後
の
回
収
見
込
み
は
。

市
長

最
大
限
努
力
す
る
。

質
問

映
画
館
存
続
に
向
け
、
ま
た
映

画
文
化
保
護
の
為
、
地
元
商
店
街
・
市
商

工
会
・
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
市
の
本
格
的

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

テ
ナ
ン
ト
誘
致
支
援
の
他
、
出

来
う
る
限
り
の
支
援
を
す
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
再
発
行
を

Question 8

金
澤 

秀
信
議
員

質
問

全
日
本
教
職
員
組
合
の
「
勤
務

実
態
調
査
２
０
１
２
」
で
は
、
月
平
均
時

間
外
勤
務
は
72
時
間
。
持
ち
帰
り
仕
事
と

の
合
計
で
月
平
均
95
時
間
に
も
。
時
間
外

労
働
の
過
労
死
ラ
イ
ン
は
月
平
均
80
時
間

で
あ
り
、
教
員
の
多
く
は
、
過
労
死
ラ
イ

ン
を
超
え
て
い
る
。
入
間
市
の
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長

入
間
市
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
状

況
に
あ
る
。
時
間
外
勤
務
は
限
定
さ
れ
て

お
り
、
日
常
の
時
間
外
勤
務
は
、
教
員
の

自
主
的
な
も
の
で
あ
る
。
時
間
外
勤
務
手

当
と
し
て
、
月
１
万
２
〜
３
千
円
の
教
員

調
整
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

質
問

調
整
手
当
と
勤
務
実
態
に
大
き

な
乖
離
が
あ
り
改
善
が
必
要
。
教
員
定
数

の
増
加
と
あ
わ
せ
て
、
長
時
間
勤
務
の
改

善
を
国
に
強
く
要
請
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長

調
整
手
当
と
、
教
員
定
数
増

の
問
題
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
る
。
国

・
県
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

質
問

行
き
届
い
た
教
育
に
は
、
少
人

数
学
級
の
実
施
が
急
務
で
あ
る
。
小
学
３

年
生
か
ら
段
階
的
に
実
施
で
き
な
い
か
。

教
育
長

教
育
効
果
は
認
め
る
が
、
３

教
員
の
勤
務
改
善
へ
・
難
聴
者
支
援
を

Question 9

安
道 

佳
子
議
員

年
生
の
み
で
２
千
400
万
円
必
要
。
全
体
で

は
１
億
７
千
万
円
で
大
変
厳
し
い
。
本
来

は
、
国
が
実
施
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

質
問

難
聴
者
支
援
の
た
め
に
磁
気
ル

ー
プ
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
）
を
整
備
し

高
齢
化
社
会
を
楽
し
く
元
気
に
社
会
参
加

で
き
る
よ
う
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

ル
ー
プ
の
効
果
を
調
査
検
討
中

で
、
県
の
貸
し
出
し
を
紹
介
し
て
い
る
。

市
役
所
の
窓
口
な
ど
に
つ
い
て
は
、
助
聴

器
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

運動に励む子供たち

平成21年5月　商品券を購入する市民で混雑した東藤沢公民館
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質
問

１
９
９
７
年
に
消
費
税
が
３
％

か
ら
５
％
に
上
げ
ら
れ
て
か
ら
、
そ
れ
ま

で
上
昇
傾
向
だ
っ
た
景
気
が
一
気
に
冷
え

込
み
こ
の
15
年
間
で
労
働
者
の
賃
金
は
、

70
万
円
も
下
が
っ
た
。
入
間
市
民
の
所
得

も
こ
の
５
年
で
平
均
43
万
円
も
下
が
っ
て

い
る
。
来
年
４
月
の
消
費
税
増
税
は
市
内

経
済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な

い
か
。

市
長

消
費
税
が
影
響
を
与
え
る
可
能

性
は
あ
る
が
、
経
済
対
策
で
乗
り
切
れ
る

と
考
え
る
。

質
問

年
金
は
減
ら
さ
れ
生
活
保
護
費

も
削
ら
れ
て
い
る
。
市
民
生
活
に
打
撃
を

与
え
る
来
年
４
月
の
消
費
税
増
税
の
中
止

を
自
治
体
の
長
と
し
て
求
め
て
ほ
し
い
。

市
長

そ
の
考
え
は
な
い
。

質
問

秘
密
保
護
法
は
、
市
民
の
知
る

権
利
を
奪
い
憲
法
に
反
す
る
悪
法
で
あ
る
。

反
対
の
意
思
を
表
明
し
て
ほ
し
い
。

市
長

一
般
市
民
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
は
な
い
と
考
え
る
。

質
問

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
バ
ー
ド

ス
ト
ラ
イ
ク
事
故
は
一
般
の
情
報
で
判
明
。

今
後
、
秘
密
に
な
る
と
市
民
の
安
全
は
。

市
長

市
民
の
安
全
に
は
影
響
し
な
い
。

質
問

野
田
中
学
校
の
通
学
路
で
街
路

灯
が
な
く
不
審
者
が
出
没
し
た
場
所
が
あ

る
。
照
明
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

市
長

先
生
が
、
付
き
添
う
な
ど
対
策

を
取
っ
て
い
る
。
要
望
を
待
ち
た
い
。

質
問

危
険
が
考
え
ら
れ
る
場
所
な
の

で
要
望
待
ち
で
は
な
く
行
政
と
し
て
積
極

的
に
安
全
対
策
を
と
る
べ
き
で
は
。

市
長

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
研
究

を
す
る
。

消
費
税
増
税
、
秘
密
保
護
法
に
反
対
を

Question 10

小
出　

亘
議
員

質
問

今
後
の
財
政
見
通
し
は
い
か
が

か
。
①
個
人
市
民
税
の
課
税
ベ
ー
ス
②
経

常
収
支
比
率
③
財
政
調
整
基
金
現
在
高
。

企
画
部
長

①
２
０
２
０
年
時
点
で
８

億
５
千
800
万
円
減
、
２
０
２
５
年
時
点
で

11
億
７
千
700
万
円
減
と
推
計
②
90
％
台
で

推
移
。
扶
助
費
の
増
、
公
共
施
設
耐
震
化

に
よ
る
公
債
費
の
増
、
税
収
減
等
の
要
因

か
ら
差
し
引
き
上
昇
傾
向
③
補
正
後
で
17

億
円
。
公
共
施
設
耐
震
化
が
続
く
が
、
25

億
円
の
積
み
増
し
、
維
持
に
努
力
。

質
問

中
長
期
財
政
見
通
し
の
早
急
な

策
定
と
公
表
に
つ
い
て
は
。

財
政
健
全
化
「
負
担
と
給
付
」
見
直
し

Question 11

山
本 

秀
和
議
員

市
長

次
期
総
合
計
画
・
行
政
改
革
プ

ラ
ン
に
合
わ
せ
、
で
き
る
だ
け
早
く
策
定
。

質
問

「
一
律
無
料
」
施
策
に
つ
い
て
、

今
後
の
方
針
は
。

市
長

多
く
が
見
直
し
対
象
に
な
っ
て

い
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
シ
ス
テ
ム
等
広
く

市
民
の
声
を
聞
い
て
検
証
し
、
見
直
す
。

質
問

子
ど
も
医
療
費
の
見
直
し
を
。

市
長

当
初
見
込
み
の
単
価
上
昇
60
円

に
対
し
現
状
67
円
上
昇
。
要
因
は
入
院
分

と
歯
科
受
診
の
増
と
分
析
。
拡
大
後
１
年

に
満
た
ず
、
当
面
は
給
付
動
向
と
ア
ン
ケ

ー
ト
を
注
視
し
つ
つ
適
正
受
診
の
推
進
で

対
応
。
制
度
の
見
直
し
は
、
ダ
イ
ア
４
市

等
近
隣
市
と
あ
わ
せ
た
研
究
課
題
と
認
識
。

質
問

「
て
ぃ
ー
ろ
ー
ど
」
の
高
齢
者

乗
車
証
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
い
か
が
か
。

市
長

後
期
基
本
計
画
に
掲
げ
た
通
り
、

公
共
交
通
全
体
に
つ
い
て
、
庁
内
検
討
を

経
て
、
法
定
協
議
会
等
で
あ
り
方
を
検
討
。

質
問

「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
」
に
つ
い

て
、
今
後
の
方
針
は
。

市
長

方
針
策
定
へ
会
議
体
を
設
置
。

「市単独事業、一律無料」の施策と年間経費（主なもの）

標準財政規模に対する基金残高の比率　全国ワースト10（全国789市）

出典：「日経グローカル」誌　2013.12.2号：平成24年度普通会計決算（速報）ベース

780
781
782
783
784

順位
K県 Z 市
C県C市
K県 I 市
K県M市
H市（政令市）

7.4％
7.3％
5.9％
5.6％
5.1％

比率都市名
785
786
787
788
789

順位
S県 A市
C市（政令市）
入間市
N県 K市
Y市（政令市）

5.0％
4.8％
4.6％
3.8％
3.6％

比率都市名

●市営葬の霊柩車：350万円
○市内循環バスの特別乗車証：乗車区間の調査をしていないの
　で金額不明
○子ども医療費：4億4千万円（うち、約10％程度の県補助あり）
●おむつ支給、配食サービス、シルバーサービス等：9千600万円
○各種予防接種：（法令による実施。一部に90％の地方交付税措
　置あり）
○各種健康診断：1億3千万円
　●：すでに見直し対象としているもの （企画部長答弁より）

あかりの無い野田中通学路
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質
問

介
護
保
険
料
が
当
初
比
で
153
％

に
重
く
な
っ
て
い
る
。
年
金
が
月
１
万
５

千
円
未
満
の
夫
婦
に
も
負
担
。
そ
の
生
活

実
態
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
の
か
。

市
長

県
や
全
国
平
均
よ
り
安
い
。
今

後
、
全
国
平
均
に
近
づ
け
る
。

福
祉
部
長

制
度
を
維
持
す
る
た
め
だ
。

質
問

利
用
料
10
万
円
の
人
が
20
万
円

に
な
る
２
割
負
担
導
入
に
反
対
す
べ
き
だ
。

市
長

20
％
の
人
に
適
用
さ
れ
、
基
準

超
え
の
年
金
収
入
の
人
に
は
負
担
に
な
る
。

質
問

国
民
や
関
係
者
の
反
対
の
声
で

政
府
は
要
支
援
向
け
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
全
面
的
廃
止
を
撤
回
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
市
町
村
に
移
管
す

る
方
針
で
あ
る
。
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

市
長

事
業
者
委
託
や
老
人
憩
い
の
家

で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
の
た
め
、
移
行

期
間
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
。

質
問

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

待
機
者
の
内
、
判
定
結
果
が
要
介
護
１
・

２
の
172
人
を
政
府
は
入
所
対
象
か
ら
除
外

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
172
人
と
そ
の
家
族

の
「
特
養
施
設
に
入
所
し
た
い
」
と
い
う

願
い
を
奪
っ
て
よ
い
の
か
。

市
長

待
機
者
は
502
人
お
り
、
毎
年
70

人
ぐ
ら
い
が
入
所
で
き
て
い
る
。

質
問

現
在
の
特
養
施
設
入
所
者
数
と

今
後
の
見
通
し
、
増
床
さ
せ
る
た
め
に
ど

の
よ
う
な
努
力
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長

現
在
360
床
、
26
年
度
末
で
210
床

増
え
、
570
床
に
な
る
。
申
請
に
協
力
。

質
問

欠
陥
を
持
つ
介
護
保
険
制
度
。

国
民
の
自
助
・
自
立
よ
り
憲
法
25
条
に
基

づ
く
社
会
保
障
の
充
実
を
め
ざ
す
べ
き
だ
。

市
長

各
人
の
心
が
け
や
共
助
が
必
要
。

要
介
護
1・2
の
待
機
172
人
の
願
い
奪
う
な

Question 12

石
田 

芳
夫
議
員

質
問

「
家
族
全
員
で
頑
張
っ
て
も
、

会
社
員
一
人
分
の
所
得
に
も
な
ら
な
い
」

「
飼
料
高
騰
で
畜
産
は
大
変
」「
生
葉
茶

農
家
は
売
り
上
げ
が
な
い
」
と
い
う
農
家

の
声
が
あ
る
。
農
家
の
現
状
は
。

環
境
経
済
部
長

農
業
だ
け
で
生
計
を

成
り
立
た
せ
る
の
は
極
め
て
難
し
い
。

質
問

将
来
の
農
業
の
在
り
方
を
決
め

る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
は
、

農
家
の
声
を
十
分
に
聞
く
必
要
が
あ
る
。

素
案
が
で
き
た
段
階
で
、
再
び
農
家
の
座

談
会
を
開
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長

検
討
会
で
必
要
と
さ

れ
れ
ば
開
催
す
る
。
プ
ラ
ン
は
市
と
し
て

正
式
決
定
後
、
２
月
に
県
に
報
告
予
定
。

質
問

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
達
の
場
で
あ
る
通
級
指
導
教
室（
通
級
）

の
変
更
が
、
年
度
途
中
に
あ
っ
た
。
発
達

障
害
は
急
な
変
更
に
不
安
を
感
じ
る
。
変

更
に
よ
る
影
響
は
。

教
育
長

変
更
に
よ
っ
て
、
昨
年
度
よ

り
通
級
に
通
う
子
供
達
が
47
名
増
え
た
。

支
援
の
範
囲
が
広
が
っ
た
こ
と
が
メ
リ
ッ

ト
。
一
部
の
学
校
だ
が
、
年
度
途
中
の
変

更
に
よ
り
児
童
・
保
護
者
へ
の
影
響
が
あ

農
業
未
来
設
計
図　

人
・
農
地
プ
ラ
ン

Question 13

関
谷 

真
奈
美
議
員

っ
た
。
児
童
へ
の
影
響
は
通
常
学
級
の
先

生
の
力
量
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対

応
し
た
い
。

質
問

高
齢
者
に
支
給
し
て
い
る
敬
老

祝
い
金
を
、
現
金
で
は
な
く
市
内
商
品
券

で
支
給
し
て
、
商
業
の
活
性
化
に
繋
げ
た

い
。
ま
た
、
商
品
券
を
医
療
機
関
で
も
使

用
で
き
る
よ
う
に
協
力
を
依
頼
し
、
高
齢

者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
率
の
向
上
に
寄
与

で
き
な
い
か
。

市
長

検
討
し
て
審
議
会
に
諮
問
す
る
。

自宅での老老介護

通級指導教室の様子
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入
間
市
で
生
ま
れ
育
っ
て
36
年
。
家
庭

も
築
き
、
仕
事
の
拠
点
も
入
間
市
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
結
婚
と
同
時
に
入
団
し
た

入
間
市
消
防
団
で
は
、
様
々
な
年
齢
層
の

人
達
と
交
流
が
持
て
、
公
私
に
渡
り
頼
れ

る
仲
間
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

　

入
間
市
消
防
団
は
「
自
分
達
の
街
は
自

分
達
で
守
る
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
全
国
で
も
平
均
年
齢
が
若
く
、
活

気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
消
防
団
で
活
動

す
る
こ
と
で
、
防
災
の
意
識
が
と
て
も
高

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
意
識
を
子
供
達
に
伝

え
る
の
も
重
要
な
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

消
防
団
だ
け
で
な
く
、
入
間
市
に
は
若

い
力
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

が
入
間
市
の
た
め
に
何
か
行
動
を
起
こ
せ

ば
、
入
間
市
は
も
っ
と
良
い
街
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

い
つ
か
は
市
民
全
体
が
「
自
分
達
の
街

は
自
分
達
で
作
る
」
そ
ん
な
入
間
市
に
な

っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　身近な愛玩動物である犬と猫。近年、猫が原因と
なり、住民同士のトラブルが発生しています。犬は
登録等の法的規制があり、殺処分数は年々減少して
います。猫には法的な規制がないため、殺処分数に
大きな変化が見られません。
　入間市では猫の正しい飼い方、守るべきルールを
明確にし、人と動物が共生できるまちづくりを進め
ることを目的として、「入間市猫の飼育ガイドライ
ン」を発行しました。猫は原則として室内飼育し、
繁殖を希望しない時は、不妊去勢手術をします。ま
た、災害時に備えて、5日分以上の餌や水の準備が
必要です。また、飼い主のいな
い猫を傷つけた者は、動物の愛
護及び管理に関する法律により
罰せられます。近年、野良猫を
減らすために「地域猫活動」が
注目されています。地域住民・
ボランティア・行政が協働で取
り組む活動です。詳しくはガイ
ドラインをご覧下さい。市役所
環境課にて配布しています。

◎小島　清人　○末次　　正　　安道　佳子
　松本　義明　　関谷真奈美　　杉山　捷治
　鈴木　洋明　　紺野　博哉　　横田　淳一

◎は委員長　○は副委員長

※日程については、変更する場合もありますので、
　議会事務局へお問い合わせ下さい。
　　　2964-1111　内線5112・5113

入
間
市
の
た
め
に
出
来

る
こ
と

栗
原
規
男（
自
営
業
）

二
本
木

入間市猫の飼育
ガイドライン

２月20日  （木）  開会
２月25日  （火）  総括質疑
２月26日  （水）  総括質疑
２月27日  （木）  総務常任委員会
２月28日  （金）  総務常任委員会
３月 ３日  （月）  都市経済常任委員会
３月 ４日  （火）  都市経済常任委員会
３月 ５日  （水）  福祉教育常任委員会
３月 ６日  （木）  福祉教育常任委員会
３月11日  （火）  一般質問
３月12日  （水）  一般質問
３月13日  （木）  一般質問
３月20日  （木）  閉会

3
月
定
例
会
日
程
案

市
民
の
声

市
民
の
声

いるま
市

議会広報委員会

　

過
日
、
友
人
が
手
首
骨
折
時
、
救
急
車

を
依
頼
し
た
。
依
頼
し
て
か
ら
20
分
位
で

救
急
車
は
到
着
し
た
が
、
患
者
を
救
急
車

に
乗
せ
て
か
ら
受
入
れ
病
院
を
探
す
の
に

20
分
前
後
か
か
っ
た
。

　

将
来
、
当
入
間
市
に
も
（
ア
メ
リ
カ
に

あ
る
ER
病
院
の
様
な
）
救
命
救
急
病
院
が

出
来
る
事
を
望
む
が
、
予
算
等
で
、
実
現

は
無
理
な
場
合
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
情
報
の
一
元
化
を
図
り
、
そ
の

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
、
一
元
的
に
管
理

運
営
で
き
る
様
に
す
る
。
具
体
的
に
は
受

入
れ
可
能
病
院
の
情
報
を
パ
ネ
ル
な
ど
で

24
時
間
把
握
し
て
、
救
急
車
の
現
場
か
ら

患
者
情
報
が
入
っ
た
場
合
、
パ
ネ
ル
情
報

等
か
ら
判
断
し
、
即
決
し
て
そ
の
救
急
車

に
指
示
・
連
絡
が
出
来
る
様
に
す
る
。

　

そ
の
様
な
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
設
置

を
望
む
も
の
で
あ
る
。

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

設
置

齋
藤
秀
雄（
無
職
）

下
藤
沢

訂正　前号（№ 164）８ページ福祉教育常任委員会の視察先が「佐賀県大牟田市」となっておりましたが、正しくは「福岡県大牟田市」の誤
　　　りでした。お詫びして訂正します。


